
6広報ふくろい 2014　平成26年7月1日

袋
井
市
地
震
・
津
波
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

２
０
１
３
を
策
定
し
ま
し
た

　

静
岡
県
は
、
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
、

あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
考
慮
し
た
最
大
ク
ラ
ス

の
地
震
・
津
波
を
想
定
し「
静
岡
県
第
４
次

地
震
被
害
想
定（
第
１
次
報
告（「
広
報
ふ
く
ろ

い
」平
成
25
年
８
月
１
日
号
掲
載
）及
び
第
２

次
報
告（「
広
報
ふ
く
ろ
い
」平
成
26
年
１
月

１
日
号
掲
載
））」を
発
表
し
ま
し
た
。

　

こ
の
被
害
想
定
を
踏
ま
え
、
市
で
は
、
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
に

備
え
る
と
と
も
に
災
害
発
生
時
の
被
害
を

で
き
る
限
り
軽
減
す
る
た
め
、「
袋
井
市
地

震
・
津
波
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

２
０
１
３
」を
策
定
し
ま
し
た
。

防
災
課
防
災
計
画
係  
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◉
地
震
・
津
波
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
２
０
１
３
の
概
要

㋐
基
本
目
標
　
大
規
模
地
震
発
生
時
に
、
死
者
を

出
さ
な
い「
人
命
被
害
ゼ
ロ
」を
目
標
と
し
ま
す
。

㋑
基
本
理
念
　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
大
規

模
地
震
発
生
時
に
、
死
者
を
出
さ
な
い
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
市
民
や
地
域
・
企
業
・
行
政
が

一
体
と
な
り
、
地
震
発
生
前
の
被
害
軽
減
対
策

の
充
実
や
地
震
発
生
後
の
二
次
的
災
害
の
軽

減
、
迅
速
な
復
旧
・
復
興
な
ど
の
取
り
組
み

を
図
る
た
め
、「
地
域
防
災
力
の
さ
ら
な
る
強

化
、
被
害
軽
減
対
策
を
計
画
的
に
推
進
し
、
地

震
・
津
波
に
対
す
る
備
え
を
万
全
に
す
る
」こ

と
を
目
指
し
ま
す
。

㋒
計
画
期
間
　
平
成
25
年
度
か
ら
平
成
34
年
度
ま

で
の
10
年
間

㋓
被
害
軽
減
対
策
の
実
施
基
準
　
被
害
軽
減
対
策

に
つ
い
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
考
慮
し
た

最
大
ク
ラ
ス
の
地
震
・
津
波
に
よ
る
被
害
想
定

「
レ
ベ
ル
２
の
地
震
・
津
波
」を
実
施
基
準
と

し
て
い
ま
す
。

静岡県第4次地震被害想定における袋井市の被害状況
想定区分 レベル1 レベル2

震度
震度7　（61.5%）
震度6強（38.5%）

震度7　（86.1%）
震度6強（13.8%）

津波
最大津波高 5ｍ 10ｍ

浸水面積（1㎝以上） 0.3km² 2.5km²

建物
被害

全壊・焼失 約13,000棟 約15,000棟

半壊 約9,300棟 約9,600棟

人的
被害

死者 約400人 約600人

重傷者 約2,300人 約2,700人

軽傷者 約2,600人 約3,000人

～ 
「
人
命
被
害
ゼ
ロ
」
を
目
指
し
て 

～

◉アクション見直しに伴う主要な取り組み（14項目）
1津波避難計画などの見直し　2住宅の耐震補強のさらなる推進　3家庭内家具等転倒防止
及びブロック塀の耐震改修のさらなる推進　4公共施設の耐震化・液状化対策の推進　5避
難所施設の確保　6情報伝達の強化　7備蓄品の拡充　8自助・共助のさらなる強化　9土
砂災害防止などの促進　�医療救護体制の充実　�広域避難計画の策定　�復旧・復興への
対応　�同時被災リスクの少ない自治体間の連携強化　�防災機能の充実

袋井市地震・津波対策アクションプログラム2013体系図
1津波被害への対策

2地盤災害（液状化被害など）への対策

3原子力災害への対策

4公共施設の地震対策

5一般住宅の地震対策

6防災関連施設・設備の整備

7地域防災力の強化

8医療救護の対策
9市民への広報啓発と

　情報伝達の迅速化
�ライフラインなどの今後の対策

�復旧・復興への対策

施
策
の
柱（
11
項
目
）

ア
ク
シ
ョ
ン
見
直
し
に
伴
う
主
要
な
取
り
組
み（
14
項
目
）

1 13アクション

2 8アクション

3 10アクション

4 9アクション

5 11アクション

6 11アクション

7 12アクション

8 7アクション

9 10アクション

� 4アクション

� 5アクション

ア
ク
シ
ョ
ン
項
目（
１
０
０
ア
ク
シ
ョ
ン
）

基
本
目
標「
人
命
被
害
ゼ
ロ
」

（※）小数点以下第2位を四捨五入しているため、必ずしも100%になりません。



◉
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

施
策
の
柱
と
ア
ク
シ
ョ
ン（
事
業
）

　

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、「
人
命
被
害

ゼ
ロ
」を
達
成
す
る
た
め
、
施
策
の
柱
と
し
て
11

項
目
を
掲
げ
る
と
と
も
に
、
見
直
し
に
伴
う
主
要

な
取
り
組
み
14
項
目
を
設
定
し
、
こ
れ
ま
で
の
地

震
対
策
の
取
り
組
み
71
事
業
を
見
直
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
想
定
さ
れ
る
被
害
の
軽
減
を
目
指

し
て
１
０
０
項
目
の
ア
ク
シ
ョ
ン（
事
業
）を
掲
げ

て
、
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
施
策
の
柱
1
～
�
と
１
０
０
ア

ク
シ
ョ
ン
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す（
１
０
０
ア

ク
シ
ョ
ン
の
個
別
目
標
数
値
な
ど
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
://w

w
w

.c
ity.fu

k
u

ro
i.

s
h

izu
o

k
a

.jp
/

）で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
）。

1
津
波
被
害
へ
の
対
策

　
「
袋
井
市
津
波
避
難
計
画
」に

基
づ
き
、
命い

の
ち
や
ま山

な
ど
の
津
波
避

難
施
設
整
備
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
講
演
会
や
津
波
避
難
訓

練
を
実
施
し
、
市
民
の
さ
ら
な

る
津
波
災
害
に
対
す
る
意
識
の

高
揚
を
図
り
ま
す
。

◉
津
波
避
難
施
設
の
整
備

◉
津
波
避
難
路（
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
耐
震
化
）の

確
保　

な
ど

2
地
盤
災
害（
液
状
化
被
害
な
ど
）へ
の
対
策

　
「
液
状
化
ゾ
ー
ニ
ン
グ
マ
ッ
プ
」や「
液
状
化
対
策

の
手
引
き
」、
無
料
の
液
状
化
相
談
員
制
度
を
活
用

し
、
液
状
化
被
害
軽
減
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
急
傾
斜
地
危
険
箇
所
な
ど
の
山
・
が
け
崩

れ
の
恐
れ
の
あ
る
地
域
住
民
に
危
険
性
を
周
知
し
、

訓
練
な
ど
を
通
し
て
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

◉
液
状
化
被
害
想
定
の
市
民
へ
の
周
知

◉
土
砂
災
害
防
災
訓
練
の
実
施　

な
ど

3
原
子
力
災
害
へ
の
対
策

　

原
子
力
災
害
の
際
の
避
難
方
法
や
避
難
経
路
、

避
難
場
所
な
ど
を
明
確
に
し
た「
袋
井
市
原
子
力

災
害
広
域
避
難
計
画
」を
策
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
継
続
し
て
市
民
へ
放
射
性
物
質
及
び
放

射
線
の
特
性
に
関
す
る
知
識
や
正
し
い
理
解
の
周

知
を
図
り
ま
す
。

◉
原
子
力
災
害
広
域
避
難
計
画
の
策
定

◉
原
子
力
災
害
対
策
の
市
民
へ
の
周
知　

な
ど

4
公
共
施
設
の
地
震
対
策

　

人
的
被
害
の
増
大
に
よ
る
重
傷
者
や
緊
急
物
資

の
搬
送
に
必
要
と
な
る
緊
急
輸
送
路
を
確
保
す
る

た
め
、
橋
り
ょ
う
の
耐
震
化
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
震
発
生
時
に
避
難
所
と
し
て
機
能
す

る
よ
う
公
共
施
設
の
照
明
器
具
の
落
下
防
止
対
策

な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

◉
緊
急
輸
送
路
の
橋
り
ょ
う
の
耐
震
化

◉
照
明
器
具
な
ど
の
落
下
防
止　

な
ど

5
一
般
住
宅
の
地
震
対
策

　

地
震
動
に
よ
る
住
宅
の
倒
壊
や
家
具
の
転
倒
に

よ
る
死
傷
者
を
出
さ
な
い
た
め
に
も
、
さ
ら
な
る

住
宅
の
耐
震
化
や
家
庭
内
家
具
の
転
倒
防
止
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
安
全
な
避
難
経
路
を

確
保
す
る
た
め
、
避
難
路
や
避

難
地
沿
い
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど

の
改
修
を
推
進
し
ま
す
。

◉
木
造
住
宅
耐
震
補
強
助
成
事
業

◉
家
庭
内
家
具
等
転
倒
防
止
推
進
事
業　

な
ど

6
防
災
関
連
施
設
・
設
備
の
整
備

　

災
害
時
の
拠
点
と
な
る
市
災
害
対
策
本
部
及
び

各
支
部
や
避
難
所
の
施
設
の
整
備
、
資
機
材
・
備

蓄
品
を
充
実
さ
せ
、
災
害
時
の
拠
点
施
設
の
強
化

を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
避
難
生
活
時
の
飲
料
水
を
確
保
す
る
た

め
、
耐
震
性
防
火
水
槽
や
非
常
用
給
水
タ
ン
ク
な

ど
の
整
備
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

◉
災
害
対
策
本
部
及
び
各
支
部
資
機
材
・
設
備
等

整
備
事
業

◉（
仮
称
）防
災
セ
ン
タ
ー
整
備
の
検
討　

な
ど

7
地
域
防
災
力
の
強
化

　

普
段
か
ら
の
近
所
づ
き
あ
い
を
通
し
て「
顔
の

見
え
る
関
係
」を
築
く
な
ど
、「
共
助
」の
さ
ら

な
る
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
自

主
防
災
隊
や
地
域
住
民
の
協
力
に

よ
っ
て
初
期
消
火
や
救
出
・
救
助

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
自
主
防
災
隊

の
資
機
材
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
目
安
と
さ
れ
て
い
た
家
庭
で

の
水
や
食
糧
な
ど
の
備
蓄
を
、「
３
日
分
」か
ら「
１

週
間
分
以
上
」確
保
す
る
よ
う
周
知
を
図
り
ま
す
。

◉
自
主
防
災
隊
資
機
材
の
充
実（
補
助
金
・
交
付

金
事
業
） 

◉
家
庭
で
の
備
蓄
品
の
拡
充　

な
ど 

8
医
療
救
護
の
対
策

　

地
震
発
生
時
に
、
よ
り
迅
速
な
救
命
活
動
と
機

能
的
な
救
護
所
運
営
を
行
う
た
め
、
災
害
医
療
や

医
療
救
護
活
動
の
理
解
を
深
め
る
地
域
医
療
救
護

訓
練
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
県
医
療
救
護
計
画
な
ど
と
の
整
合
を

図
る
こ
と
で
、
円
滑
な
連
携
体
制
を
構
築
し
、
医

療
救
護
体
制
の
強
化
に
つ
な
げ
ま
す
。

◉
袋
井
市
医
療
救
護
計
画
の
見
直
し

◉
地
域
医
療
救
護
訓
練
の
実
施　

な
ど

9
市
民
へ
の
広
報
啓
発
と
情
報
伝
達
の
迅
速
化 

　

大
規
模
地
震
に
対
す
る
市
民
の
防
災
意
識
の
高

揚
や
防
災
知
識
の
普
及
を
図
る
た
め
、
防
災
講
演

会
・
研
修
会
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
同
報
無
線

の
デ
ジ
タ
ル
化
や
袋
井
市
メ
ー

ル
配
信
サ
ー
ビ
ス「
メ
ロ
ー
ね
っ

と
」の
普
及
な
ど
多
様
な
手
法
を

用
い
て
情
報
伝
達
を
強
化
し
、
効
果
的
な
情
報
伝

達
手
段
の
確
立
を
図
り
ま
す
。

◉｢

県
第
４
次
地
震
被
害
想
定
」の
市
民
へ
の
周
知

◉
同
報
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化　

な
ど

�
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
な
ど
の
今
後
の
対
策

　

地
震
発
生
時
に
水
道
や
下
水
道
の
給
排
水
機
能

が
円
滑
に
機
能
す
る
よ
う
、
給
排
水
施
設
の
耐
震

化
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
震
発
生
時
の
電
気
・
ガ
ス
・
交
通

及
び
通
信
な
ど
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
迅
速
な
復
旧
が

で
き
る
よ
う
、
各
関
連
事
業
者
や
所
管
す
る
企
業

と
の
平
常
時
か
ら
の
連
携
強
化
を
図
り
ま
す
。

◉
電
気
、
ガ
ス
及
び
通
信
事
業
者
な
ど
と
の
連
携

◉
水
道
老
朽
管
布
設
替
え
の
促
進　

な
ど

�
復
旧
・
復
興
へ
の
対
策

　

県
の
第
４
次
地
震
被
害
想
定
で
は
、
地
震
動
に
よ

る
建
物
被
害
や
人
的
被
害
の
増
加
が
想
定
さ
れ
て
お

り
、
復
旧
・
復
興
を
迅
速
に
進
め
る
た
め
、「
災
害

廃
棄
物
処
理
計
画
」の
新
た
な
策
定
や「
応
急
仮
設
住

宅
配
置
計
画
」な
ど
の
見
直
し
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
を
図
り
ま
す
。

◉
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
の
策
定

◉
応
急
仮
設
住
宅
配
置
計
画
の
見
直
し　

な
ど

◇
基
本
目
標
の「
人
命
被
害
ゼ
ロ
」を
達
成
す
る
た

め
に
は
、
市
民
や
地
域
・
企
業
・
行
政
が
一
緒

に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

「
自
助
」・「
共
助
」・「
公
助
」そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

を
果
た
し
、
想
定
さ
れ
る
被
害
の
軽
減
や
基
本
目

標
の
達
成
に
向
け
て
、
み
ん
な
で
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。
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湊命山


